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  This paper presents a proposal on the concept and method of the liaison approach for psychosomatics, 
including philosophy and spirituality in human mind. We can also study in another aspects, for example 
in clinical developmental psychology and liaison nursing in terminal patients or disorder of mind of 
child. Moreover, these idea constructed in Kanazawa University, so-called “United Graduate School of 
Child Development”, majoring child psychology. We can discuss those problems of liaison approach 
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てみれば、アリストテレスの ｢ 霊魂論 ｣にその基
礎を置いている。ヘーゲルの精神哲学には、本質
的な目的は、精神の認識の中へ再び概念を導入し、
























































ロックはその著 ｢ 人間悟性論 ｣において、ここ
ろは生まれたときは白紙（タブラ・ラサ、tabula 
rasa）であり、経験によってさまざまな色がつく

















































































































































































まで課題とされてきた ｢ 心の病 ｣を処方する英知
が生まれ、自己の存在の確実性を認識するところ
でこの病から開放されるのである。「人間の本性
は全知全能ともいうべき能力と崇高な人格を有し
ているにもかかわらず、幸福否定を願う内部の心
は、それを極力否定し、それが意識に上らないよ
うに万難を排して努めている（笠原、2004）」と
いう説もある。それが人間を幸福から遠ざけ心身
症の源泉になるというのである。それゆえにもな
お、そうした不可知論や虚無主義、否定主義、悲
観主義にとらわれることなく、蒼穹の空を見上
げ、その奥に存在する更なる至高の存在に目を凝
らし、己のうちに内在する疑惑の目を出来るだけ
遠くに投げ捨てて前進しようではないか。
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